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川辺川ダム問題 住⺠が⼼配する緊急放流 熊本県知事
「市房ダム改良」表明に波紋

毎⽇新聞 2020年11⽉5⽇ 20時36分 (最終更新 11⽉5⽇ 21時28分)

熊本県が放⽔⼝改良の検討を始めた市房ダ
ム。緊急放流を回避しやすくするのが狙い
＝熊本県⽔上村で2020年11⽉4⽇午後2時6
分、吉川雄策撮影

 7⽉の九州豪⾬で氾濫した球磨川の治⽔
対策として浮上している川辺川ダム建設に
反対や慎重意⾒の住⺠が⼝にするのが、⼀
般に「緊急放流」と呼ばれる「異常洪⽔時
防災操作」によって川の⽔位が急上昇する
ことへの恐怖だ。今回の豪⾬でも球磨川上
流の市房ダムが緊急放流の⼨前まで追い込
まれた。熊本県の蒲島郁夫知事はここにき
て突然、市房ダムの緊急放流を回避できる
ようにダム本体の改良を検討する考えを⽰
したが、反対住⺠からは川辺川ダム建設の

布⽯と受け⽌められている。

 「ダムへの不信感は消えていない。市房
ダムは緊急放流する可能性があった。⾬の
状況次第では犠牲者はさらに増えたと思わ
れる」。蒲島知事が球磨川の治⽔対策につ
いて住⺠から直接意⾒を聞くため10⽉から
続けている意⾒聴取会。11⽉3⽇に⼈吉市
であった会で、市内の旅館・ホテル9軒で
つくる「⼈吉温泉旅館組合」の堀尾謙次朗
組合⻑が語気を強めた。

 熊本県南部が記録的な豪⾬に⾒舞われた7⽉4⽇午前6時半、県は市房ダムの貯
⽔容量を超える恐れがあるとして、2時間後の同8時半に緊急放流を予定している
と発表し、ダム下流の⼈吉市などの住⺠に警戒を呼びかけた。その後、⾬が弱ま
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ったため、緊急放流は回避されたが、貯⽔位は標⾼280・6メートルまで上がり、
緊急放流を開始する⽔位まであと10センチ、最⼤限ためられる⽔位まで2・4メー
トルに迫っていた。

 最終的に県が「緊急放流しない」と発表したのは午前10時半。それまでの間、
住⺠は球磨川の氾濫による浸⽔被害を受けながら、防災無線などで繰り返し「緊
急放流」の予告を聞き、更なる被害の拡⼤を⼼配していた。

 堀尾組合⻑は意⾒聴取会で、市房ダムで緊急放流した可能性に加え、2018年の
⻄⽇本豪⾬で氾濫した愛媛県の肱川（ひじかわ）の例も挙げて、川辺川ダム建設
への反対を訴えた。肱川では上流の野村ダム（⻄予（せいよ）市）と⿅野川（か
のがわ）ダム（⼤洲（おおず）市）で流⼊量とほぼ同量が緊急放流された。両市
では氾濫により8⼈が死亡しており、被災者や遺族は、国の不適切なダム操作が原
因で浸⽔被害を招き、両市の住⺠への周知も不⼗分だったなどとして、国と両市
に損害賠償を求める訴訟を起こしている。

 球磨川の流域では、7⽉の豪⾬まで戦後最⼤の被害とされた1965年7⽉の豪⾬
被害についても「市房ダムの緊急放流で被害が拡⼤した」と話す住⺠が多い。た
だ、熊本県によると、同ダムが緊急放流したのは71年、82年、95年の3回だけ
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熊本県が放⽔⼝改良の検討を始めた市房ダ
ム。緊急放流を回避しやすくするのが狙い
＝熊本県⽔上村で2020年11⽉4⽇午後1時
50分、吉川雄策撮影

で、65年にはしていない。県は「むしろダムの洪⽔調節機能で被害を軽減した」
と説明し、「市房ダム被害拡⼤説」を「都市伝説だ」と否定する。

 そうした中、県が最近になって打ち出したのが市房ダムの改良だ。市房ダムに
限らず国内の多くのダムでは、⼤⾬が予想される際、事前にダムの⽔を放流して
貯⽔容量を増やし、緊急放流を回避する措置が取られるが、放⽔⼝を広げたり、
増やしたりすれば短時間での事前放流が可能になる。蒲島知事は⼈吉市での意⾒
聴取会終了後の取材に「市房ダムへの恐怖感が⼈吉球磨（地⽅）にはあると感じ
ている。変更（放⽔⼝の改良）が可能かも含めて考えたい」と話した。

 突然浮上した市房ダムの改良案。県河川課は「川辺川ダムにつなげようとは思
っていない」と語るが、ダム建設に反対する「⼦守唄の⾥・五⽊を育む清流川辺
川を守る県⺠の会」の中島康代表は「川辺川ダムを造りたいという思惑が透けて
⾒える。ダムアレルギーを取り除くために市房ダム改良を持ち出してきたのだろ
う」と指摘する。【城島勇⼈、平川昌範】

ことば「市房ダム」
 球磨川上流の熊本県⽔上村に1960年に
建設された県営の多⽬的ダム。洪⽔調節を
主⽬的に、発電やかんがいを⽬的とした利
⽔も⾏う。総貯⽔量は4020万⽴⽅メート
ル。7⽉の豪⾬時は190万⽴⽅メートルを
予備的に放流することで、1230万⽴⽅メ
ートルを貯⽔できた。⼀⽅、球磨川最⼤の
⽀流の川辺川に計画された川辺川ダムは、
2009年の中⽌当時の計画では総貯⽔量1億
3300万⽴⽅メートルの多⽬的ダムで、規
模は市房ダムの3倍以上。
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